
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置において、送信信号を電圧信号

として伝送し、受信信号を電流信号として伝送すること

により、新しい信号伝送方式を実現する。

【解決手段】本体側伝送回路（第１伝送回路）２０８に

おいては、バイパス回路２０４によって送信信号が信号

線２０Ａに伝送される。受信時においては、ベース接地

型のトランジスタＱ１のコレクタ電流の変化として受信

信号が検出される。プローブ側伝送回路（第２伝送回路

）１８においては、送信信号はバイパス回路２１２を介

して振動素子１４へ供給される。振動素子１４からの受

信信号はトランジスタＱ２によって電圧信号から電流信

号に変換され、信号線２０Ａを流れるＱ２のコレクタ電

流の変化として電流信号が本体側に流される。保護回路

２０６，２１４は送信時においてトランジスタＱ１，Ｑ

２を保護する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 を 送 受 波 す る 送 受 波 器 と 、
送 信 信 号 を 生 成 す る 送 信 回 路 と 、 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 回 路 と 、 を 備 え た 送 受 信 回 路 と
、
前 記 送 受 波 器 と 前 記 送 受 信 回 路 と の 間 に 設 け ら れ た 信 号 線 と 、
前 記 信 号 線 の 一 端 と 前 記 送 受 信 回 路 と の 間 に 設 け ら れ た 第 １ 伝 送 回 路 と 、 前 記 信 号 線 の 他
端 と 前 記 送 受 波 器 と の 間 に 設 け ら れ た 第 ２ 伝 送 回 路 と 、 を 備 え た 伝 送 手 段 と 、
を 含 み 、
前 記 第 １ 伝 送 回 路 は 、 前 記 送 受 信 回 路 か ら の 送 信 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 前 記 信 号 線 へ 伝 送
し 、 且 つ 、 前 記 信 号 線 か ら の 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 入 力 し て そ の 受 信 信 号 を 前 記 送 受
信 回 路 へ 出 力 し 、
前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 前 記 信 号 線 か ら の 電 圧 信 号 と し て の 送 信 信 号 を 前 記 送 受 波 器 へ 出 力
し 、 且 つ 、 前 記 送 受 波 器 か ら の 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 前 記 信 号 線 へ 伝 送 し 、
共 通 の 信 号 線 に 対 し て 、 電 圧 信 号 と し て の 送 信 信 号 が 伝 送 さ れ 、 且 つ 、 電 流 信 号 と し て の
受 信 信 号 が 伝 送 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 伝 送 回 路 は 、
受 信 時 に 、 前 記 信 号 線 か ら の 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 入 力 す る 終 端 回 路 と 、
送 信 時 に 、 前 記 送 受 信 回 路 か ら の 送 信 信 号 を 前 記 終 端 回 路 を 迂 回 し て 前 記 信 号 線 へ 伝 送 す
る 第 １ バ イ パ ス 回 路 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 終 端 回 路 は 、 受 信 時 に ベ ー ス 接 地 回 路 と し て 動 作 す る 終 端 ト ラ ン ジ ス タ を 含 み 、
前 記 終 端 ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 端 子 に 前 記 受 信 信 号 が 入 力 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 伝 送 回 路 は 、 送 信 時 に 、 前 記 終 端 ト ラ ン ジ ス タ の 各 端 子 の 電 圧 を 前 記 送 信 信 号 の
電 圧 の 上 下 変 動 に 連 動 し て 上 下 変 動 さ せ る 第 １ 保 護 回 路 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 終 端 ト ラ ン ジ ス タ に 対 し て バ イ ア ス 電 流 を 流 す バ イ ア ス 回 路 が 設 け ら れ 、
前 記 バ イ ア ス 電 流 は 前 記 信 号 線 を 介 し て 前 記 第 ２ 伝 送 回 路 に 流 れ 込 む こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 前 記 送 受 波 器 か ら の 受 信 信 号 を 電 流 信 号 に 変 換 し て 前 記 信 号 線 へ 伝
送 す る 電 圧 電 流 変 換 回 路 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 電 圧 電 流 変 換 回 路 は 、 エ ミ ッ タ 接 地 回 路 と し て 動 作 す る 変 換 ト ラ ン ジ ス タ を 含 み 、
前 記 送 受 波 器 か ら の 受 信 信 号 が 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 端 子 に 入 力 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 送 受 波 器 は 、 送 信 素 子 及 び 受 信 素 子 か ら な る 素 子 ペ ア に よ っ て 構 成 さ れ 、
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前 記 送 信 素 子 に は 前 記 送 信 信 号 が 供 給 さ れ 、 前 記 受 信 素 子 に は 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ の ベ
ー ス 端 子 が 接 続 さ れ 、
前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 送 信 時 に 前 記 信 号 線 か ら 送 信 信 号 が 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ へ 流 れ 込
む こ と を 防 止 す る ス イ ッ チ 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 送 受 波 器 は 、 送 受 信 兼 用 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ 、
前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 送 信 時 に 前 記 信 号 線 か ら の 送 信 信 号 を 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ を 迂 回
し て 前 記 振 動 素 子 へ 供 給 す る 第 ２ バ イ パ ス 回 路 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 送 信 時 に 、 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ の 各 端 子 の 電 圧 を 前 記 送 信 信 号 の
電 圧 の 上 下 変 動 に 連 動 し て 上 下 変 動 さ せ る 第 ２ 保 護 回 路 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 、 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 送 信 信 号 及 び 受 信 信 号 の
伝 送 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 診 断 装 置 は 、 送 受 波 器 と し て の 振 動 素 子 、 振 動 素 子 へ 送 信 信 号 を 供 給 す る 送 信 回 路
、 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 回 路 、 振 動 素 子 と 送 信 回 路 及 び 受 信 回 路 と の 間
に 設 け ら れ た 信 号 線 、 な ど を 有 す る 。 従 来 に お い て 、 典 型 的 に は 、 送 信 信 号 及 び 受 信 信 号
と も 電 圧 信 号 と し て 伝 送 さ れ る 。 送 信 信 号 は 例 え ば １ ０ ０ Ｖ ｐ ｐ に も 及 ぶ 高 圧 の 電 圧 信 号
で あ る の に 対 し 、 受 信 信 号 は 微 弱 な 電 圧 信 号 で あ る 。 送 信 信 号 及 び 受 信 信 号 が 、 送 受 兼 用
の 振 動 素 子 に つ い て 共 通 の 信 号 線 上 に 伝 送 さ れ る 場 合 も あ る し 、 送 信 専 用 素 子 及 び 受 信 専
用 素 子 に つ い て 送 信 用 信 号 線 及 び 受 信 用 信 号 線 上 に 伝 送 さ れ る 場 合 も あ る 。 受 信 信 号 が 電
圧 信 号 と し て 信 号 線 上 を 伝 送 さ れ る 場 合 、 そ の 信 号 線 が 有 す る キ ャ パ シ タ 成 分 が そ の 信 号
を 減 衰 さ せ る 。 な お 、 近 時 、 多 素 子 化 の 背 景 に あ っ て 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 細 く す る こ と
が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に は 、 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 が 電 圧 信 号 か ら 電 流 信 号 に 変 換 さ れ
、 そ の 電 流 信 号 と し て の 受 信 信 号 を 信 号 線 を 介 し て 装 置 本 体 の 受 信 部 へ 伝 送 す る 技 術 が 開
示 さ れ て い る 。 受 信 部 の 入 力 段 に は 、 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス が 実 質 的 に ゼ ロ オ ー ム の 回 路 が
設 け ら れ 、 こ れ に よ っ て 電 流 信 号 で の 受 信 信 号 の 伝 送 が 達 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成
に よ れ ば 、 理 論 上 、 信 号 線 の キ ャ パ シ タ の 影 響 を 受 け な い で 受 信 信 号 を 伝 送 で き る と い う
顕 著 な 利 点 が あ る 。 特 許 文 献 ２ に は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 信 号 伝 送 回 路 の 一 例 が 示 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ６ ５ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ２ ９ ０ ３ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 特 許 文 献 １ で は 電 流 信 号 と し て の 受 信 信 号 の 伝 送 に 注 目 し て お り 、 送 信 信 号 の 伝 送 、
特 に 、 共 通 の 信 号 線 に 電 圧 信 号 と し て の 送 信 信 号 及 び 電 流 信 号 と し て の 受 信 信 号 を と も に
流 す 技 術 に つ い て は 具 体 的 に 開 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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本 発 明 の 目 的 は 、 送 信 信 号 及 び 受 信 信 号 の 新 し い 伝 送 方 式 を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 受 信 信 号 の 劣 化 を 回 避 し つ つ 、 信 号 線 の 本 数 を 削 減 で き る よ う に す
る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
（ １ ） 本 発 明 は 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 送 受 波 器 と 、 送 信 信 号 を 生 成 す る 送 信 回 路 と 、 受 信
信 号 を 処 理 す る 受 信 回 路 と 、 を 備 え た 送 受 信 回 路 と 、 前 記 送 受 波 器 と 前 記 送 受 信 回 路 と の
間 に 設 け ら れ た 信 号 線 と 、 前 記 信 号 線 の 一 端 と 前 記 送 受 信 回 路 と の 間 に 設 け ら れ た 第 １ 伝
送 回 路 と 、 前 記 信 号 線 の 他 端 と 前 記 送 受 波 器 と の 間 に 設 け ら れ た 第 ２ 伝 送 回 路 と 、 を 備 え
た 伝 送 手 段 と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 伝 送 回 路 は 、 前 記 送 受 信 回 路 か ら の 送 信 信 号 を 電 圧 信 号
と し て 前 記 信 号 線 へ 伝 送 し 、 且 つ 、 前 記 信 号 線 か ら の 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 入 力 し て
そ の 受 信 信 号 を 前 記 送 受 信 回 路 へ 出 力 し 、 前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 前 記 信 号 線 か ら の 電 圧 信
号 と し て の 送 信 信 号 を 前 記 送 受 波 器 へ 出 力 し 、 且 つ 、 前 記 送 受 波 器 か ら の 受 信 信 号 を 電 流
信 号 と し て 前 記 信 号 線 へ 伝 送 し 、 共 通 の 信 号 線 に 対 し て 、 電 圧 信 号 と し て の 送 信 信 号 が 伝
送 さ れ 、 且 つ 、 電 流 信 号 と し て の 受 信 信 号 が 伝 送 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 信 号 線 の 両 側 に 第 １ 伝 送 回 路 及 び 第 ２ 伝 送 回 路 が 設 け ら れ る 。 そ れ ら
は 、 両 者 相 俟 っ て 伝 送 手 段 を 構 成 し 、 そ の 伝 送 手 段 は 、 送 信 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 伝 送 し
、 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 伝 送 す る 。 よ っ て 、 １ つ の 信 号 線 に 送 信 信 号 及 び 受 信 信 号 を
流 す こ と が で き 、 特 に 受 信 信 号 が 電 流 信 号 と し て 取 り 扱 わ れ る た め に 、 電 圧 信 号 と し て 伝
送 す る 場 合 に 生 じ る 各 種 の 問 題 を 解 消 、 軽 減 で き る 。 例 え ば 、 信 号 線 の 容 量 成 分 に よ る 信
号 減 衰 及 び 周 波 数 特 性 の 劣 化 な ど の 問 題 を 改 善 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
望 ま し く は 、 前 記 第 １ 伝 送 回 路 は 、 受 信 時 に 、 前 記 信 号 線 か ら の 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し
て 入 力 す る 終 端 回 路 と 、 送 信 時 に 、 前 記 送 受 信 回 路 か ら の 送 信 信 号 を 前 記 終 端 回 路 を 迂 回
し て 前 記 信 号 線 へ 伝 送 す る 第 １ バ イ パ ス 回 路 と 、 を 含 む 。 こ こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ バ イ
パ ス 回 路 に よ っ て 、 受 信 時 に 動 作 す る 終 端 回 路 を 経 由 す る こ と な く 送 信 信 号 が 信 号 線 に 送
り 出 さ れ る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 後 述 の 第 １ 保 護 回 路 と 相 俟 っ て 、 終 端 回 路 が 保 護 さ れ る
。 送 信 信 号 は 一 般 に １ ０ ０ Ｖ 程 度 の 電 圧 信 号 で あ る が 、 低 イ ン ピ ー ダ ン ス 型 の 振 動 素 子 を
用 い る 場 合 な ど に お い て 、 数 十 Ｖ 又 は 数 Ｖ 程 度 （ 例 え ば ２ ～ ２ ０ Ｖ の 範 囲 内 の い ず れ か の
電 圧 ） の 電 圧 信 号 と し て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
望 ま し く は 、 前 記 終 端 回 路 は 、 受 信 時 に ベ ー ス 接 地 回 路 と し て 動 作 す る 終 端 ト ラ ン ジ ス タ
を 含 み 、 前 記 終 端 ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 端 子 に 前 記 受 信 信 号 が 入 力 さ れ る 。 こ の 構 成 に
よ れ ば 、 終 端 ト ラ ン ジ ス タ が ベ ー ス 接 地 回 路 と し て 動 作 す る の で 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン
ス を 非 常 に 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
望 ま し く は 、 前 記 第 １ 伝 送 回 路 は 、 送 信 時 に 、 前 記 終 端 ト ラ ン ジ ス タ の 各 端 子 の 電 圧 を 前
記 送 信 信 号 の 電 圧 の 上 下 変 動 に 連 動 し て 上 下 変 動 さ せ る 第 １ 保 護 回 路 を 含 む 。 こ の 構 成 に
よ れ ば 、 送 信 時 に お い て 終 端 ト ラ ン ジ ス タ を 送 信 電 圧 か ら 保 護 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
望 ま し く は 、 前 記 終 端 ト ラ ン ジ ス タ に 対 し て バ イ ア ス 電 流 を 流 す バ イ ア ス 回 路 が 設 け ら れ
、 前 記 バ イ ア ス 電 流 は 前 記 信 号 線 を 介 し て 前 記 第 ２ 側 伝 送 回 路 に 流 れ 込 む 。 つ ま り 、 第 １
伝 送 回 路 か ら 信 号 線 へ バ イ ア ス 電 流 が 流 さ れ 、 そ の バ イ ア ス 電 流 は 第 ２ 伝 送 回 路 側 に 引 き
込 ま れ る 。 受 信 信 号 が 生 じ る と 、 そ れ を 反 映 し た 電 流 信 号 が 生 成 さ れ 、 そ の 大 小 に よ っ て
第 １ 伝 送 回 路 か ら 流 す バ イ ア ス 電 流 が 増 減 し 、 そ の 増 減 に よ っ て 受 信 情 報 が 伝 達 さ れ る 。
場 合 に よ っ て は 、 バ イ ア ス 電 流 の 向 き を 逆 に す る こ と も で き る 。 ま た 、 バ イ ア ス 電 流 を 常
に 流 す の で は な く 、 必 要 な 期 間 に 限 っ て 流 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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望 ま し く は 、 前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 前 記 送 受 波 器 か ら の 受 信 信 号 を 電 流 信 号 に 変 換 し て 前
記 信 号 線 へ 伝 送 す る 電 圧 電 流 変 換 回 路 を 含 む 。 望 ま し く は 、 前 記 電 圧 電 流 変 換 回 路 は 、 エ
ミ ッ タ 接 地 回 路 と し て 動 作 す る 変 換 ト ラ ン ジ ス タ を 含 み 、 前 記 送 受 波 器 か ら の 受 信 信 号 が
前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 端 子 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
望 ま し く は 、 前 記 送 受 波 器 は 、 送 信 素 子 及 び 受 信 素 子 か ら な る 素 子 ペ ア に よ っ て 構 成 さ れ
、 前 記 送 信 素 子 に は 前 記 送 信 信 号 が 供 給 さ れ 、 前 記 受 信 素 子 に は 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ の
ベ ー ス 端 子 が 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 送 信 時 に 前 記 信 号 線 か ら 送 信 信 号 が 前 記 変
換 ト ラ ン ジ ス タ へ 流 れ 込 む こ と を 防 止 す る ス イ ッ チ 回 路 を 有 す る 。 こ の 構 成 に よ っ て 、 送
信 時 に ス イ ッ チ 回 路 に よ っ て 変 換 ト ラ ン ジ ス タ が 送 信 信 号 か ら 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
望 ま し く は 、 前 記 送 受 波 器 は 、 送 受 信 兼 用 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 伝 送 回
路 は 、 送 信 時 に 前 記 信 号 線 か ら の 送 信 信 号 を 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ を 迂 回 し て 前 記 振 動 素
子 へ 供 給 す る 第 ２ バ イ パ ス 回 路 を 含 む 。 こ の 構 成 に よ り 、 送 信 信 号 を 変 換 ト ラ ン ジ ス タ を
迂 回 し て 振 動 素 子 へ 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
望 ま し く は 、 前 記 第 ２ 伝 送 回 路 は 、 送 信 時 に 、 前 記 変 換 ト ラ ン ジ ス タ の 各 端 子 の 電 圧 を 前
記 送 信 信 号 の 電 圧 の 上 下 変 動 に 連 動 し て 上 下 変 動 さ せ る 第 ２ 保 護 回 路 を 含 む 。 こ の 構 成 に
よ れ ば 、 送 信 信 号 か ら 変 換 ト ラ ン ジ ス タ が 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 要 部 構 成 が ブ ロ ッ ク 図 と し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に 示 す 実 施 形 態 に お い て 、 プ ロ ー ブ １ ０ は 生 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 波 を 行 う 超 音 波
探 触 子 で あ る 。 ア レ イ 振 動 子 １ ２ は 、 数 千 に も 及 ぶ 二 次 元 配 列 さ れ た 複 数 の 振 動 素 子 １ ４
か ら な る ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 で あ る 。 こ の ア レ イ 振 動 子 １ ２ に よ っ て 超 音 波 ビ ー ム が 二 次 元
走 査 さ れ 、 こ れ に て 三 次 元 エ コ ー デ ー タ 取 込 空 間 が 形 成 さ れ る 。 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 方 式
と し て は 電 子 セ ク タ 走 査 な ど を あ げ る こ と が で き る 。 プ ロ ー ブ １ ０ に は 、 図 １ に 示 す 例 に
お い て 、 複 数 の プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 （ 第 ２ 伝 送 回 路 ） １ ８ か ら な る 伝 送 回 路 群 １ ６ が 設 け
ら れ て い る 。 各 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ は 、 各 振 動 素 子 １ ４ ご と に 設 け ら れ て い る が 、 後
述 の よ う に 、 送 信 用 振 動 素 子 及 び 受 信 用 振 動 素 子 か ら な る 素 子 ペ ア ご と に プ ロ ー ブ 側 伝 送
回 路 １ ８ を 設 け る よ う に し て も よ い 。 各 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ は 、 信 号 線 か ら の 電 圧 信
号 と し て の 送 信 信 号 を 振 動 素 子 へ 供 給 す る 機 能 、 及 び 、 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 信 号 線
へ 伝 送 す る 機 能 、 を 有 す る が 、 こ れ に つ い て は 後 に 詳 述 す る 。 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 プ ロ ー ブ
１ ０ と 装 置 本 体 と の 間 に 設 け ら れ 、 複 数 の 信 号 線 を 収 容 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ケ ー ブ ル ２ ０ に お け る 装 置 本 体 側 に は 、 複 数 の 本 体 側 伝 送 回 路 （ 第 １ 伝 送 回 路 ） ２ ４ に よ
っ て 構 成 さ れ る 伝 送 回 路 群 ２ ２ が 設 け ら れ る 。 そ の 伝 送 回 路 群 ２ ２ は 、 装 置 本 体 内 に 収 容
さ れ て も よ い し 、 プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 内 に 収 容 さ れ て も よ い 。 個 々 の 本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ は
、 各 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ に 対 応 し て 設 け ら れ る 。 つ ま り 、 １ つ の プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路
１ ８ 及 び １ つ の 本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ で １ つ の 伝 送 手 段 が 構 成 さ れ る 。 各 本 体 側 伝 送 回 路 ２
４ は 、 送 信 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 信 号 線 へ 送 り 出 す 機 能 と 、 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 入
力 す る 機 能 と 、 を 有 す る が 、 こ れ に つ い て は 後 に 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
装 置 本 体 内 に は 、 各 本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ （ つ ま り 送 受 信 チ ャ ン ネ ル ） ご と に 送 受 信 回 路 ２
６ が 設 け ら れ る 。 よ っ て 、 装 置 本 体 内 に は チ ャ ン ネ ル 数 に 応 じ た 個 数 の 送 受 信 回 路 ２ ６ が
設 け ら れ る 。 各 送 受 信 回 路 ２ ６ は 受 信 回 路 ２ ８ Ａ 及 び 送 信 回 路 ２ ８ Ｂ で 構 成 さ れ る 。 送 信
回 路 ２ ８ Ｂ は 、 波 形 生 成 器 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 、 出 力 ア ン プ な ど を 有 す る 。 受 信 回 路 ２ ８ Ａ は
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、 受 信 ア ン プ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 、 遅 延 器 な ど を 有 す る 。 遅 延 処 理 さ れ た 複 数 の 受 信 信 号 が 図
示 さ れ て い な い 加 算 器 で 加 算 さ れ 、 こ れ に よ っ て い わ ゆ る 整 相 加 算 が 実 施 さ れ る 。 な お 、
整 相 加 算 を 二 段 階 で 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 初 段 の 整 相 加 算 を プ ロ ー ブ １ ０ 内 で
行 っ て 、 そ れ に よ り 得 ら れ た 整 相 加 算 信 号 を 上 記 伝 送 手 段 を 用 い て 伝 送 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 用 い て 、 伝 送 手 段 の 具 体 的 な 構 成 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ に は 、 伝 送 手 段 の 第 １ 例 が 示 さ れ て い る 。 上 述 し た よ う に 、 伝 送 手 段 は 、 信 号 線 ２ ０
Ａ を 介 し て 接 続 さ れ た プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 （ 第 ２ 伝 送 回 路 ） １ ８ 及 び 本 体 側 伝 送 回 路 （ 第
１ 伝 送 回 路 ） ２ ４ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま ず 、 本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ に つ い て 詳 述 す る 。 こ の 本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ は 、 大 別 し て 、 終
端 回 路 ２ ０ ２ 、 バ イ ア ス 生 成 回 路 ２ ０ ８ 、 バ イ パ ス 回 路 ２ ０ ４ 、 及 び 、 保 護 回 路 ２ ０ ６ で
構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
終 端 回 路 ２ ０ ２ は 、 受 信 時 に ベ ー ス 接 地 回 路 と し て 機 能 す る ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ を 有 す る 。
よ っ て 、 そ の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス は 非 常 に 小 さ く 、 電 流 信 号 と し て 受 信 信 号 を 入 力 す る こ
と に よ り 、 従 来 例 で 説 明 し た 各 種 の 問 題 を 解 消 、 軽 減 で き る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の エ ミ ッ
タ 端 子 １ ０ ８ が 信 号 線 ２ ０ Ａ に 接 続 さ れ 、 そ の コ レ ク タ 端 子 は バ イ ア ス 生 成 回 路 ２ ０ ８ に
接 続 さ れ て い る 。 そ の ベ ー ス 端 子 １ ０ ４ に は 、 保 護 回 路 ２ ０ ６ が 接 続 さ れ 、 ま た 、 抵 抗 Ｒ
３ を 介 し て 端 子 ２ ０ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 端 子 ２ ０ ０ は 、 送 信 信 号 を 受 け 入 れ 、
ま た 受 信 信 号 を 出 力 す る 端 子 で あ る 。 つ ま り 、 こ の 端 子 ２ ０ ０ に 図 １ に 示 し た 送 信 回 路 ２
８ Ｂ 及 び 受 信 回 路 ２ ８ Ａ が 接 続 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の エ ミ ッ タ 端 子 と ベ ー ス 端 子 と
の 間 に は 保 護 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
バ イ ア ス 生 成 回 路 ２ ０ ８ は 、 抵 抗 Ｒ １ ， Ｒ ２ ， Ｒ ３ ， Ｒ ４ な ど を 含 み 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １
を 直 流 的 に 一 定 電 圧 に 保 持 す る 。 こ の 電 圧 が 信 号 線 ２ ０ Ａ を 介 し て プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １
８ の 電 源 電 圧 と な る 。 プ ロ ー ブ 側 で 受 信 信 号 と し て の 電 流 信 号 が 生 じ る と 、 そ の 電 流 値 の
大 小 が 破 線 １ ０ ２ で 示 す よ う に 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の コ レ ク タ 電 流 の 変 化 と し て 現 れ る 。
そ の 変 化 が 受 信 回 路 ２ ８ Ａ の 入 力 抵 抗 に よ っ て 電 圧 変 化 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
バ イ パ ス 回 路 ２ ０ ４ は 、 コ ン デ ン サ Ｃ ２ 、 互 い に 逆 向 き 接 続 さ れ た ダ イ オ ー ド Ｄ ４ ， Ｄ ５
を 有 す る 。 送 信 時 に お い て 、 端 子 ２ ０ ０ か ら 入 力 さ れ た 送 信 信 号 は 、 コ ン デ ン サ Ｃ ６ を 介
し て 、 バ イ パ ス 回 路 ２ ０ ４ を 通 過 し 、 そ の 送 信 信 号 が 信 号 線 ２ ０ Ａ へ 送 出 さ れ る 。 こ の 様
子 が 図 ２ に お い て 破 線 １ ０ ０ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ は 、 保 護 回 路 ２ ０ ６ を 含 ん で い る 。 保 護 回 路 ２ ０ ６ は 、 バ イ ア ス 生 成
回 路 ２ ０ ８ の 一 部 と 共 用 に な っ て お り 、 接 続 点 １ ０ ６ に 向 か っ て 対 向 す る ２ つ の ダ イ オ ー
ド Ｄ １ ， Ｄ ２ 、 接 続 点 と グ ラ ン ド と の 間 に 設 け ら れ た 抵 抗 Ｒ ４ 、 コ ン デ ン サ Ｃ １ な ど に よ
っ て 構 成 さ れ る 。 電 源 ３ ０ と グ ラ ン ド の 間 に は 抵 抗 Ｒ ２ 及 び コ ン デ ン サ Ｃ １ が 設 け ら れ 、
そ の 抵 抗 Ｒ ２ と コ ン デ ン サ Ｃ １ と の 間 に ダ イ オ ー ド Ｄ ２ の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ る 。 ダ イ オ
ー ド Ｄ １ 及 び Ｄ ２ は 、 定 常 時 に オ ン 状 態 に あ る 。 こ れ は 、 バ イ ア ス 生 成 回 路 ２ ０ ８ で 生 じ
た 電 流 の 一 部 が ダ イ オ ー ド Ｄ １ を オ ン し 、 ま た 、 電 源 ３ ０ か ら 抵 抗 Ｒ ２ を 介 し て 流 れ る 電
流 が ダ イ オ ー ド Ｄ ２ を オ ン す る た め で あ る 。 一 方 、 送 信 時 に お い て 負 側 成 分 が 生 じ る と 、
ダ イ オ ー ド Ｄ １ が オ フ と な り 、 正 側 成 分 が 生 じ る と 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ が オ フ と な る 。 こ の
動 作 に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ベ ー ス 、 エ ミ ッ タ 、 コ レ ク タ の 各 電 位 が 送 信 信 号 の 電 圧
に 連 動 し て と も に 上 下 す る 。 つ ま り 、 送 信 時 に ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は 機 能 せ ず 、 か つ 、 送 信
信 号 か ら 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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以 上 整 理 す る と 、 送 信 時 に は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は 機 能 せ ず 、 端 子 ２ ０ ０ か ら 入 力 さ れ た
送 信 信 号 が バ イ パ ス 回 路 ２ ０ ４ を 介 し て 信 号 線 ２ ０ Ａ へ 送 出 さ れ る 。 一 方 、 受 信 時 に は 、
信 号 線 ２ ０ Ａ に 伝 送 さ れ る 受 信 信 号 （ 電 流 情 報 ） が 、 ベ ー ス 接 地 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １
の エ ミ ッ タ 端 子 １ ０ ８ に 与 え ら れ 、 そ の 電 流 信 号 が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の コ レ ク タ 電 流 の 変
化 と し て 検 出 さ れ る 。 そ の コ レ ク タ 電 流 の 変 化 が 受 信 回 路 ２ ８ Ａ の 入 力 抵 抗 に よ っ て 電 圧
変 動 と し て 現 れ る 。 送 信 時 に は 上 記 の よ う に ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ が 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ に つ い て 説 明 す る 。 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ は 、 電 圧 電 流
変 換 回 路 ２ １ ０ 、 保 護 回 路 ２ １ ４ 、 バ イ パ ス 回 路 ２ １ ２ 、 そ の 他 を 含 む 。 図 ２ に 示 す 例 で
は 、 振 動 素 子 １ ４ が 送 受 兼 用 素 子 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
電 圧 電 流 変 換 回 路 ２ １ ０ は 、 こ の 例 に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ で 構 成 さ れ る 。 ト ラ ン ジ
ス タ Ｑ ２ の ベ ー ス 端 子 は 、 振 動 素 子 １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 振 動 素 子 １ ４ が 反 射 波 を 受 波
す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ た 微 弱 な 電 圧 信 号 が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の ベ ー ス 端 子 に 供 給 さ れ
る 。 そ の 信 号 は ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の エ ミ ッ タ へ 流 れ 込 み 、 そ れ が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の コ レ
ク タ 電 流 を 変 化 さ せ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ に は 定 常 的 に コ レ ク タ 電 流 が 流 さ れ て お り 、 受
信 信 号 の 大 小 に よ っ て 、 信 号 線 ２ ０ Ａ を 流 れ る 電 流 の 値 が 変 化 す る 。 こ の 受 信 信 号 の 流 れ
が 破 線 １ １ ２ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
バ イ パ ス 回 路 ２ １ ２ は 、 コ ン デ ン サ Ｃ ３ 及 び 相 互 に 逆 向 き に 接 続 さ れ た ２ つ の ダ イ オ ー ド
Ｄ ６ ， Ｄ ７ で 構 成 さ れ る 。 信 号 線 ２ ０ Ａ に 送 信 信 号 が 伝 送 さ れ る と 、 こ の バ イ パ ス 回 路 ２
１ ２ の 作 用 に よ っ て 、 そ の 送 信 信 号 は そ の ま ま 振 動 素 子 １ ４ へ 供 給 さ れ る 。 こ れ は 上 述 し
た 本 体 側 の バ イ パ ス 回 路 ２ ０ ４ と 同 様 の 機 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ に お い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ４ は 温 度 補 償 用 の ト ラ ン ジ ス タ
で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ３ は ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ を 保 護 す る た め の ダ イ オ ー ド 接 続 さ れ た ト
ラ ン ジ ス タ で あ る 。 そ れ ら の ト ラ ン ジ ス タ を 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
保 護 回 路 ２ １ ４ は 、 互 い に 対 向 接 続 さ れ た ２ つ の ダ イ オ ー ド Ｄ ８ ， Ｄ ９ を 有 す る 。 そ れ ら
の 中 間 点 と グ ラ ン ド と の 間 に は 抵 抗 Ｒ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 信 号 線 ２ ０ Ａ と グ ラ ン ド と
の 間 に は 抵 抗 Ｒ ５ 及 び コ ン デ ン サ Ｃ ４ が 設 け ら れ 、 抵 抗 Ｒ ５ と コ ン デ ン サ Ｃ ４ と の 間 に ダ
イ オ ー ド Ｄ ９ の ア ノ ー ド 端 子 が 接 続 さ れ て い る 。 そ れ ら の ダ イ オ ー ド Ｄ ８ ， Ｄ ９ は 、 上 記
の ダ イ オ ー ド Ｄ １ ， Ｄ ２ と 同 様 に 動 作 す る 。 つ ま り 、 定 常 時 に は 、 Ｑ １ の エ ミ ッ タ 電 圧 が
信 号 線 ２ ０ Ａ を 介 し て プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ の 電 源 電 圧 と な り 、 ダ イ オ ー ド Ｄ ８ に 電 流
ｉ ３ が 流 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｄ ９ に も 電 流 ｉ ２ が 流 さ れ る 。 そ し て 、 そ れ ら の 電 流 を 合 計
し た 電 流 ｉ ４ が 抵 抗 Ｒ １ ０ を 流 れ る 。 一 方 、 送 信 時 に お い て 、 送 信 信 号 の 負 側 で は 、 ダ イ
オ ー ド Ｄ ８ が オ フ と な り 、 送 信 信 号 の 正 側 で は ダ イ オ ー ド Ｄ ９ が オ フ と な る 。 こ れ に よ り
、 送 信 時 に は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の 各 端 子 電 位 が 送 信 信 号 の 電 圧 に 連 動 し て と も に 変 動 す
る こ と に な り 、 送 信 時 に ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ は 実 質 的 に 機 能 せ ず 、 ま た 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 整 理 す る と 、 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ は 、 送 信 時 に お い て 、 信 号 線 ２ ０ Ａ か ら の 電 圧
信 号 と し て の 送 信 信 号 が バ イ パ ス 回 路 ２ １ ２ を 経 由 し て 振 動 素 子 １ ４ へ 供 給 さ れ る 。 そ の
場 合 に 保 護 回 路 ２ １ ４ に よ り ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ が 保 護 さ れ る 。 一 方 、 受 信 時 に は 、 ト ラ ン
ジ ス タ Ｑ ２ に よ っ て 振 動 素 子 １ ４ で 生 じ た 電 圧 信 号 が 電 流 信 号 に 変 換 さ れ 、 そ の 電 流 信 号
が 伝 送 手 段 を 流 れ る Ｑ １ の コ レ ク タ 電 流 の 電 流 値 を 操 作 す る と い う 形 式 で 、 本 体 側 伝 送 回
路 ２ ４ へ 伝 送 さ れ る 。 そ し て 、 入 力 さ れ た 受 信 信 号 の 情 報 が 最 終 的 に 端 子 ２ ０ ０ へ 出 力 さ
れ る 。 こ の よ う に 、 本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ と プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ の 両 者 の 協 働 に よ り 、
送 信 信 号 が 電 圧 信 号 と し て 伝 送 さ れ 、 受 信 信 号 が 電 流 信 号 と し て 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 図 ３ に は 、 伝 送 手 段 の 他 の 例 が 示 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 し た 構 成 と 同 様 の 構 成 に は
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同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ３ に 示 す 構 成 で は 、 送 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ｂ 及 び 受 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ａ に よ っ て 送 受 波 器
と し て の 素 子 ペ ア が 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す 本 体 側 伝 送 回 路 ２ ４ は 、 図 ２ に 示 し た も
の と 同 一 の 構 成 を 有 す る の で 、 図 ３ に 示 す プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 １ ８ は 、 電 圧 電 流 変 換 回 路 ２ １ ０ 、 保 護 回 路 と し て も 機 能 す る ス
イ ッ チ 回 路 ２ ２ ０ な ど を 有 す る 。 電 圧 電 流 変 換 回 路 ２ １ ０ は ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ に よ っ て 構
成 さ れ 、 そ の ベ ー ス 端 子 が 受 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ａ に 接 続 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ は ト ラ
ン ジ ス タ Ｑ ５ の ベ ー ス エ ミ ッ タ 間 に ダ イ オ ー ド 接 続 さ れ 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ の 保 護 回 路 と
し て 機 能 す る 。 こ の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ６ は 省 略 す る こ と も で き る 。 な お 、 ＋ 電 源 ３ ２ と － 電
源 ３ ４ と の 間 に は 、 動 作 条 件 を 定 め る 抵 抗 Ｒ １ ２ 、 Ｒ １ ３ が 設 け ら れ 、 抵 抗 Ｒ １ ２ と Ｒ １
３ と の 間 に は コ ン デ ン サ Ｃ ５ を 介 し て グ ラ ン ド が 接 続 さ れ て い る 。 上 記 の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ
５ は 、 抵 抗 Ｒ １ １ と Ｒ １ ２ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ の ベ ー ス 端 子 と グ
ラ ン ド と の 間 に は 抵 抗 Ｒ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 の ス イ ッ チ 回 路 は 、 互 い に カ ソ ー ド を 接 続 し て 対 向 接 続 さ れ た ダ イ オ ー ド Ｄ １ １ ， Ｄ
１ ０ と 、 抵 抗 Ｒ １ ４ と を 有 す る 。 定 常 時 に お い て 、 信 号 線 ２ ０ Ａ を 流 れ る 電 流 は ダ イ オ ー
ド Ｄ １ ０ を 介 し て 抵 抗 Ｒ １ ４ に 流 れ 込 む （ 符 号 ｉ ８ 参 照 ） 。 ま た 、 ＋ 電 源 ３ ２ か ら 抵 抗 Ｒ
１ １ を 介 し て 流 さ れ る 電 流 の 一 部 が ダ イ オ ー ド Ｄ １ １ を 介 し て 抵 抗 Ｒ １ ５ に 流 さ れ る 。 抵
抗 Ｒ １ ５ は 数 Ｋ Ω の 抵 抗 値 を 有 す る 。 ダ イ オ ー ド Ｄ １ ０ 及 び Ｄ １ １ は 、 定 常 時 に オ ン 状 態
で 、 送 信 時 の 正 側 で ダ イ オ ー ド Ｄ １ １ が オ フ と な り 、 送 信 時 の 負 側 で ダ イ オ ー ド Ｄ １ ０ が
オ フ と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 構 成 の 動 作 を 説 明 す る と 、 送 信 時 に お い て は 、 信 号 線 ２ ０ Ａ か ら 伝 送 さ れ て く る 送 信
信 号 が 送 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ｂ に 印 加 さ れ る が （ 破 線 １ １ ４ 参 照 ） 、 そ の 時 、 ス イ ッ チ 回 路
２ ２ ０ に よ っ て そ の 送 信 信 号 が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ に 流 れ 込 む こ と が 防 止 さ れ て い る 。 つ ま
り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ が 保 護 さ れ る 。 さ ら に 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ の コ レ ク タ 側 が 極 め て 高
い イ ン ピ ー ダ ン ス と な っ て い る の で 、 受 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ａ が 励 振 さ れ る こ と は な い 。 一
方 、 受 信 時 に お い て は 、 受 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ａ で 微 弱 の 電 圧 信 号 が 生 成 さ れ る と 、 そ の 電
圧 信 号 が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ の ベ ー ス 端 子 に 与 え ら れ 、 ベ ー ス 電 流 が 流 さ れ る 。 こ れ に よ り
、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ５ の コ レ ク タ 電 流 が 変 動 す る （ 破 線 １ １ ６ 参 照 ） 。 そ の 結 果 、 ス イ ッ チ
回 路 ２ ２ ０ に 流 れ 込 む 電 流 ｉ １ も 変 化 し 、 そ れ が ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の コ レ ク タ 電 流 の 変 動
と し て 現 れ る 。 そ の 結 果 、 受 信 信 号 が 端 子 ２ ０ ０ に 現 れ る 。 な お 、 送 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ｂ
は 数 Ｋ Ω の イ ン ピ ー ダ ン ス を 有 し 、 ま た 、 本 体 側 伝 送 回 路 の 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス は 充 分 低
い の で 、 受 信 信 号 が 送 信 用 振 動 素 子 １ ４ Ｂ に 回 り 込 む こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ち な み に 、 抵 抗 Ｒ １ ３ に 代 え て 、 定 電 流 源 を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ 側
伝 送 回 路 １ ８ に お け る 電 源 ３ ２ ， ３ ４ に 代 わ る 電 源 を 装 置 本 体 側 に 設 け る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 送 信 信 号 及 び 受 信 信 号 の 新 し い 伝 送 方 式 を 実 現 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 要 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 及 び 本 体 側 伝 送 回 路 の 一 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 及 び 本 体 側 伝 送 回 路 の 他 の 例 を 示 す 回 路 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
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１ ０ 　 プ ロ ー ブ 、 １ ４ 　 振 動 素 子 、 １ ８ 　 プ ロ ー ブ 側 伝 送 回 路 （ 第 ２ 伝 送 回 路 ） 、 ２ ０ 　
ケ ー ブ ル 、 ２ ４ 　 本 体 側 伝 送 回 路 （ 第 １ 伝 送 回 路 ） 、 ２ ８ Ａ 　 受 信 回 路 、 ２ ８ Ｂ 　 送 信 回
路 。
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摘要(译)

解决的问题：通过发送作为电压信号的发送信号和作为电流信号的接收
信号来实现超声诊断设备中的新信号发送系统。 在主体侧发送电路（第
一发送电路）208中，旁路电路204将发送信号发送到信号线20A。 在接
收期间，接收到的信号被检测为接地基极晶体管Q1的集电极电流的变
化。 在探头侧发送电路（第二发送电路）18中，发送信号经由旁路电路
212被提供给振动元件14。 来自振动元件14的接收信号通过晶体管Q2从
电压信号转换成电流信号，并且该电流信号作为流经信号线20A的Q2的
集电极电流的变化而被发送到主体侧。 保护电路206和214在传输期间保
护晶体管Q1和Q2。 [选择图]图2
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